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地
下
鉄
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
試
乗
会
に
県
央
経

営
者
会
が
招
待
さ
れ
る
！

県
央
経
営
者
会
会
長　

大
泉　

政
治

1

会
報
13
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
小

田
急
の
新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
Ｍ
Ｓ
Ｅ
が
東
京
メ

ト
ロ
千
代
田
線
に
乗
入
れ
て
、
今
年
3
月
15
日

か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
一
般
運
行

の
前
に
、
試
乗
会
が
行
わ
れ
県
央
経
営
者
会
も

7
席
の
招
待
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
乗
会
は
3
月
3
日
に
、
成
城
学
園
駅
か
ら

多
摩
線
の
唐
木
田
駅
ま
で
を
往
復
乗
車
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
招
待
席
7
席
は
、
当
会
の

交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
検
討
委
員
会
の
吉
村
保
典

委
員
長
を
は
じ
め
抽
選
に
当
た
っ
た
6
名
が
乗

車
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

は
8
両
編
成
で
、
車
体
は
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ル
ー

と
い
う
鮮
や
か
な
青
色
で
塗
ら
れ
、
内
装
は
落

ち
着
い
た
色
調
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
乗

は
車
内
を
自
由
に
見
せ
て
も
ら
い
、
特
に
停
車

中
の
運
転
席
に
入
り
、
地
下
鉄
を
走
る
際
の
重

要
な
緊
急
脱
出
装
置
な
ど
を
見
学
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
も
う
何
十
年
も
電
車
に
乗
っ
て
い

る
の
に
一
瞬
子
供
の
頃
に
か
え
り
、
楽
し
い
試

乗
会
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

特
急
電
車
が
地
下
鉄
を
走
る
の
は
全
国
で
も

始
め
て
の
事
で
、
す
で
に
何
度
も
お
伝
え
し
た

よ
う
に
当
初
の
計
画
が
相
模
大
野
か
ら
湯
島
方

面
と
な
っ
て
い
た
の
を
本
厚
木
始
発
に
出
来
た

こ
と
を
改
め
て
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

高級感が漂う室内

ホームでMSEの最先端に立つ試乗
会参加者、車内の様子の写真

新型ロマンスカーの運転室

ボディカラーはフェルメールブルー 運転室からの視界
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県
央
経
営
者
会
第
15
回
例
会

    ｢

新
春
の
つ
ど
い｣

開
催
さ
れ
る

平
成
20
年
の
年
初
め
の
行
事
と
し
て
、｢

新
春
の
つ
ど
い｣

が
2
月

4
日(

月)

に
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木　

相
模
の
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
小
林
常
良
厚
木
市
長
を
始
め
多
数
の
特
別
会
員

が
出
席
さ
れ
、
演
芸
の
時
間
で
の
古
都
清
乃
さ
ん
の
歌
に
聞
き
ほ
れ

て
い
ま
し
た
。
例
会
の
司
会
は
、
本
田
久
米
子
氏
と
横
手
久
枝
氏
が

勤
め
、
親
睦
委
員
長
の
中
村
幹
夫
氏
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
招
待
者
の
方
も
大
勢
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
は
、
福
森　

登
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で
演
芸
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
演
芸
の
司
会
は
良
藤
有
三
氏
に
お
願
い
し
て
2
時
間

に
渡
り
、
古
都
清
乃
さ
ん
の
歌
と
ク
イ
ズ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

2

特別ゲストの演歌歌手「古都清乃」さん。プロの歌声にメンバーは聞き入っていました。

会員相互の名刺交換会

横手理事による花束贈呈

左から三平治憲厚木中ロータリークラブ会長、壽
永純昭厚木ロータリークラブ会長、島村博明厚木
ライオンズクラブ会長
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県
央
経
営
者
会
平
成
二
〇
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る

日
時　

平
成
20
年
4
月
21
日
（
月
）
午
後
6
時
よ
り
6
時
30
分

会
場　

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木　

相
模
の
間

県
央
経
営
者
会
の
平
成
二
〇
年
の
総
会
が
、
四
月
二
十
一
日
（
月
）
に
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
と
委
任
状
を
あ
わ
せ
て
、
会
員
数
の
過
半
数
88
名
を
上
回
る
有
効

票
が
あ
り
、
総
会
は
有
効
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
の
司
会
は
総
務
委
員
会
の
山
本
道
子
氏
が
担
当
し
、
開
会
宣
言
が
副
会
長
の
末
澤
広
子
氏
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
議
長
は
規
約
23
条
に
よ
り
、大
泉
政
治
会
長
が
選
任
さ
れ
、次
の
議
案
が
審
議
・

採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告　

金　

知
出
理
事
（
総
務
委
員
長
）

　

第
二
号
議
案　

平
成
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告　

中
村
幹
夫
理
事
（
会
計
）

　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告　

新
川　

勉
氏
（
監
事
）

　

第
三
号
議
案　

平
成
二
〇
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て　

金　

知
出
理
事

　

第
四
号
議
案　

平
成
二
〇
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て　

中
村
幹
夫
理
事

　

第
五
号
議
案　

役
員
改
選
に
つ
い
て
（
報
告
）　

金　

知
出
理
事

　

以
上
の
第
一
号
議
案
か
ら
五
号
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
末
澤
広
子
理
事
の
閉
会
宣
言
に

よ
り
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
大
泉
政
治
会
長
の
「
こ
れ
か
ら
の
経
営
と
県
央
経
営
者
会
」
と
題
す
る
講
演
と
、
堀
江

則
之
県
会
議
員
に
よ
る
特
別
講
演
「
新
総
合
計
画　

神
奈
川
力
構
想
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

挨拶する小林市長

司会は山本理事
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県
央
経
営
者
会
第
4
回
総
会　

講
演

最
近
会
員
に
な
ら
れ
た
方
は
、
県
央
経

営
者
会
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
お
聞
き
に

な
っ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
経
営
の
話

し
よ
り
こ
の
会
の
生
い
立
ち
と
そ
の
考
え

方
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

県
央
の
6
市
（
厚
木
、
伊
勢
原
、
秦
野
、

海
老
名
、
座
間
、
平
塚
）
の
総
人
口
は

1
0
0
万
人
あ
り
、
仙
台
の
人
口
と
匹
敵

し
ま
す
。
厚
木
は
、
鉄
道
の
ア
ク
セ
ス
が

不
便
な
た
め
、
本
社
機
能
を
東
京
に
移
そ

う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
6
市

の
経
営
者
が
集
ま
り
こ
の
県
央
を
パ
ワ
フ

ル
な
エ
リ
ヤ
に
し
よ
う
と
い
う
提
案
が
あ

り
、
県
央
経
営
者
会
を
4
年
前
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

○
県
央
は
ロ
ー
カ
ル
で
あ
る

神
奈
川
県
の
ブ
ラ
ン
ド
は
す
ご
く
良
い

し
知
ら
れ
て
い
る
が
、
県
央
例
え
ば
厚
木

市
は
全
国
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
神

奈
川
県
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
横
浜

と
川
崎
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
は
交
通
の
手

段
が
限
ら
れ
て
い
て
、
情
報
発
信
が
し
に

く
い
場
所
だ
か
ら
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ

で
、
そ
れ
を
打
開
す
る
に
は
相
鉄
線
が
海

老
名
を
通
過
し
て
、
厚
木
、
伊
勢
原
、
秦

野
を
通
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ

は
新
幹
線
の
ひ
か
り
号
が
小
田
原
駅
に
常

時
止
ま
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
2
つ
が
実

現
す
れ
ば
少
し
は
便
利
に
な
り
、
ブ
ラ
ン

ド
力
も
強
ま
る
と
思
い
、
第
1
回
の
公
開

例
会
で
、
小
田
急
と
相
鉄
の
相
互
乗
り
入

れ
を
提
案
し
ま
し
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

今
年
は
横
浜
か
ら
箱
根
ま
で
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
を
走
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
を
メ
イ

ン
に
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
小
林
厚
木
市
長
か
ら
市
町
村
の
合

併
の
話
し
が
出
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
沿
っ

た
構
想
も
考
え
て
活
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
よ
り
実
現
性
の
高

い
テ
ー
マ
を
持
っ
て
き
て
そ
の
チ
ー
ム
作

り
を
し
て
、
全
員
参
加
型
の
会
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
新
幹
線
ひ
か
り
を
常
時
小
田

原
駅
に
停
車
さ
せ
る
運
動
な
ら
、
伊
勢
原
、

秦
野
の
人
に
も
役
立
つ
し
、
厚
木
と
海
老

名
の
間
に
も
う
一
本
橋
を
架
け
る
と
い
う

活
動
な
ら
、
座
間
、
海
老
名
の
人
に
も
魅

力
の
あ
る
活
動
と
な
り
ま
す
。

実
は
、
理
事
会
で
は
会
員
全
員
を
役
員

に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
案
も
出
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
こ
の
会
を
通
じ
て
友
達
に
な
っ

た
の
だ
か
ら
、
一
緒
に
仲
良
く
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ロ
マ
ン
の

あ
る
話
し
を
、
経
営
者
の
立
場
か
ら
い
ろ

い
ろ
考
え
て
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
こ
れ
か
ら
の
経
営
と
県
央
経
営
者
会
」

 

大
泉　

政
治
会
長

昨
年
の
県
議
会
で
、
お
お
む
ね
20
年
後

の
神
奈
川
県
の
将
来
の
姿
を
展
望
し
た
「
神

奈
川
力
構
想
」
が
可
決
さ
れ
、
い
よ
い
よ

そ
の
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
や

神
奈
川
県
の
人
口
は
大
阪
府
を
抜
い
て
全

国
第
2
位
と
な
り
、
生
産
能
力
は
ノ
ル
ウ

エ
ー
一
国
と
同
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
交
通
環
境
の
変
化

空
の
交
通
環
境
は
、
来
年
の
3
月
に
は

静
岡
県
に
空
港
が
開
港
し
、
こ
こ
か
ら
台

北
や
ハ
ワ
イ
、
香
港
な
ど
に
行
く
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
空
港
が
開
港
す

れ
ば
、
神
奈
川
県
の
西
半
分
の
観
光
ル
ー

ト
の
設
定
が
具
体
化
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
は
単
に
観
光
だ
け
で
な
く
企
業
の

誘
致
に
も
役
立
ち
ま
す
。
一
方
、
東
方
面

は
羽
田
空
港
の
拡
張
工
事
が
再
来
年
完
成

し
、
4
つ
の
滑
走
路
を
も
つ
空
港
に
な
り

成
田
の
国
際
線
が
入
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
を
に
ら
ん
で
、
県
央
地

域
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
神
奈
川
県
の
新
総
合
計
画

県
央
の
交
通
体
系
か
ら
言
え
ば
、
相
模

縦
貫
道
が
平
成
24
年
に
は
共
用
開
始
と
な

り
、
リ
ニ
ヤ
中
央
新
幹
線
が
2
0
2
5
年

（
平
成
37
年
）
に
は
首
都
圏
か
ら
中
部
圏
ま

で
営
業
開
始
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
神
奈
川
県
の
新
総
合
計
画
の
中
で

は
、
こ
の
リ
ニ
ヤ
中
央
新
幹
線
の
地
域
を

北
の
ゲ
ー
ト
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
南
の

ゲ
ー
ト
を
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
と
し
て
新
幹
線

新
駅
の
誘
致
を
か
ね
た
取
組
み
を
し
て
い

る
地
域
に
お
い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
全

体
が
県
央
経
営
者
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
県
央
・
湘
南
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
」
と
重
な
り
、

ま
さ
に
環
境
と
共
生
す
る
都
市
構
想
と
し

て
評
価
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

神
奈
川
の
人
口
8
9
0
万
人
の
う
ち
県

央
地
域
は
1
5
3
万
人
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
政
令
市
が
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
と

3
市
に
な
っ
て
く
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
早
急

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
道
州
制
と
い
う
流
れ
を
視
野
に
入
れ

た
「
県
央
・
湘
南
都
市
構
想
」
へ
の
道
を

切
り
開
く
計
画
策
定
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

「
新
総
合
計
画　

神
奈
川
力
構
想
に
つ
い
て
」

神
奈
川
県
議
会
議
員　

堀
江　

則
之
氏
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平
成
20
年
度
委
員
会
活
動
計
画

平
成
19
年
12
月
に
、
会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
に
委
員
会
組
織
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
各
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
と
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

①
総
務
委
員
会
（
金
委
員
長
）

　

総
務
委
員
会
で
は
隔
月
の
例
会
の
内

容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
経

営
・
経
済
の
話
し
を
聞
け
る
よ
う
に
講
師
の
選
定
を
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
中
で
、
特
に
こ
の
様
な

方
の
講
演
が
聞
き
た
い
と
い
う
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総

務
委
員
か
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

②
会
員
増
強
委
員
会
（
竹
村
委
員
長
）

　

県
央
経
営
者
会
の
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
る
経
営
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
春

と
秋
の
例
会
を
会
員
増
強
の
た
め
の
例
会
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
特
に
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
活
用
し
て
会
員
の
増
強
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
の
方
で
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
ほ
し
い
方
は
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

③
親
睦
委
員
会
（
中
村
委
員
長
）

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
6
月
に
開
催
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
出
来

る
だ
け
大
勢
の
方
の
参
加
を
実
現
し
た
い
の
で
、
近
場
で
の
旅

行
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ル
フ
大
会
も
秋
に
開
催

し
、
忘
年
会
や
新
年
賀
詞
交
歓
会
な
ど
親
睦
委
員
会
の
ア
イ
デ

ア
を
結
集
し
て
企
画
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い

④
県
央
・
湘
南

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
構
想
検
討
委
員
会

（
増
田
委
員
長
）

　

2
月
18
日
に
第
一
回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

が
、40
名
以
上
の
参
加
を
い
た
だ
き
、こ
の
構
想
に
興
味
を
も
っ

て
い
る
方
が
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
収
集
し
た
ご
意

見
を
取
り
入
れ
、
い
よ
い
よ
来
年
に
は
都
市
設
計
コ
ン
ペ
を
開

催
し
、
県
央
経
営
者
会
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
姿
勢

を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
以
下
に
会
合
日
程
を
決
め

ま
し
た
の
で
、
委
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
方
も
都
合

の
つ
く
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

第
2
回
委
員
会　

5
月
19
日
（
月
）
18
時
～

（
ア
ク
ア
シ
テ
ィ　

構
想
コ
ン
ペ
募
集
内
容
検
討
）

第
3
回
委
員
会　

6
月
23
日
（
月
）
18
時
～

（
ア
ク
ア
シ
テ
ィ　

構
想
コ
ン
ペ
募
集
内
容
検
討
）

第
1
回
検
討
会　

7
月
23
日
（
水
）
18
時
～

（
第
2
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
検
討
会
）

第
4
回
委
員
会　

9
月 

1
日
（
月
）
18
時
～

（
ア
ク
ア
シ
テ
ィ　

コ
ン
ペ
募
集
要
項
ま
と
め
）

コ
ン
ペ
募
集
発
表　

9
月
9
日
（
火
）

第
2
回
検
討
会　

10
月
15
日
（
水
）
18
時
～

（
第
2
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
検
討
会
）

⑤
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
検
討
委
員
会

（
吉
村
委
員
長
）

　

3
月
3
日
に
地
下
鉄
を
走
る
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
に
試
乗
し
ま
し
た
。
乗
り
心
地
が
大
変
よ
く
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
ブ
ル
ー
の
車
体
も
ス
マ
ー
ト
で
、
こ
の
次
に
は
実
際
に
地
下

鉄
を
走
る
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
に
乗
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
委
員
会
は
県
央
地
域
の
鉄
道
網
や
道
路
網
の
ア
ク
セ
ス
向
上

を
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
今
後
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
委
員
会
の
人
数
が
少
な
い

の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

⑥
横
・
箱
ロ
マ
ン
ス
カ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

（
飯
田
委
員
長
）

　

す
で
に
県
庁
を
は
じ
め
厚
木
市
、
伊
勢
原
市
、
秦
野
市
の

担
当
者
と
面
談
し
、
第
1
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
横

浜
か
ら
箱
根
ま
で
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
が
走
る
日
を
目
指
し
て
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
1
回
勉
強
会　

5
月
12
日
（
月
）
午
後
2
時
～
4
時

会
場
：
厚
木
商
工
会
議
所
3
0
1
会
議
室



県央経営者会 会報

 

次
回
例
会
の
お
知
ら
せ

日 

時　

8
月
25
日（
月
） 

午
後
6
時
よ
り

　

特
別
講
演

　
　

講　

師

　
　
　

松
沢
成
文　

神
奈
川
県
知
事

　

テ
ー
マ

　
　
　
「
破
天
荒
力
」（
仮
題
）

会　

場

　
オ
ー
ク
ラ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ
ル
海
老
名

 

県
央
経
営
者
会
事
務
局

〒
243-

0017　

厚
木
市
栄
町
1-

16-

15　

　
　
　
　

厚
木
商
工
会
議
所
4
0
3
号

電　

話　

0
4
6-

2
9
6-

7
0
1
0

ｆ
ａ
ｘ　

0
4
6-

2
0
6-

9
1
1
0

メ
ー
ル　

kenou-k@
tanzaw

a.or.jp

事
務
局
便
り

会社紹介掲示板 会社紹介

〒259-1306　秦野市戸川1番地
TEL.0463-75-1133（代）   FAX.0463-75-3117

代表取締役　海津 光秀

所長　門脇 春光
門脇税務会計事務所

弊社はトラック運転台のプレス・板金部品と新
型自動車の実験用試作開発部品を自動車メー
カー及び自動車部品メーカーから受注している
下請企業ですが、そろそろ第２の創業が必要な
時期に来ているという認識から、新たな事業活
動を展開しています。弊社で新商品の開発と生
産を担当し、販売は弊社の子会社の（株）発明
工房が担当しています。その新商品はコーヒー
豆焙煎器と業務用浄水器です。詳細については
（株）発明工房のホームページを見ていただけれ
ば幸いです。

  

  

 

URL:http://www.invention.co.jp

設　　立 /

所 在 地 /

スタッフ /
E -ma i l /
ホームページ /

昭和39年
（藤沢市長後で開業。現在でも全体の4割が藤沢管轄の顧客です。）
〒243-0426　神奈川県海老名市門沢橋2-4-33
TEL.046-238-4623　FAX.046-238-6799
10名（サンビジネス含む）
kadowaki@a3.ctktv.ne.jp
http//www.kadowaki-kaikei.com/
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大
泉
会
長
の
新
居
が
本
厚
木
駅
南
口
徒
歩
1
分
の
と
こ
ろ
に
完

成
し
、
3
月
23
日
（
日
）
に
お
祝
い
の
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
泉
会
長
新
居
披
露
の
会

今
年
の
花
見
の
会
は
、
夜
桜
鑑
賞
と
い
う
趣
向
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
4
月
2
日
（
水
）
の
午
後
6
時
に
厚
木
の
三
川
合
流
地
点
の

広
場
に
集
ま
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
美
酒
に
酔
っ
た
一
夜
で
し
た
。

当
初
25
名
の
参
加
と
い
う
こ
と
で
用
意
し
た
食
べ
も
の
・
飲
み
も

の
が
あ
っ
と
い
う
間
に
そ
こ
を
つ
き
、
あ
わ
て
て
買
い
増
し
を
す

る
と
い
う
事
態

に
な
り
事
務
局

と
し
て
は
予
想

外
の
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ

も
そ
の
は
ず
、
開

い
て
み
た
ら
最

終
的
に
は
35
名

の
参
加
者
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

夜
桜
鑑
賞
会
開
催




